8-5-8　統合データ専門委員会

1. 主な活動の記録
(1) 委員会の開催

委員会開催回数：10回

（2）主な内容

前年度から継続して、①GISの普及のためのGIS講習会の開催、②プロダクトモデルに関する調査、③GISを防災に適用する手法について検討を行った。

a) GIS講習会の開催

GISの普及のためにAutodeskMapおよびArcGISを用いて、概論編3回、初級編2回、中級編4回、実践編3回のGIS講習会を開催し、のべ206名の参加があった。これは、昨年度とほぼ同じ人数であった。

中級編、実践編といった実務への適用に即した講習を行うことにより、会員のレベルアップにつながっているが、地域的な差が大きく、こうした点をどう改善していくかが今後の課題である。

b)プロダクトモデルに関する調査

道路分野を中心に、データの連携方法などを調査した。国土交通省の道路中心線形データ交換標準(案)に関する勉強会、鋼橋に関するプロダクトモデルの勉強会などを開催した。

c)GISの防災への適用方法の検討

GISツールベンダーへのアンケート、GISで利用可能なデータの整理などを行った。実際のテーマの即した情報の発信を目指している。

d)外部委員会出席

JACIC主催の国土交通省建設情報標準化委員会関連の以下の小委員会・WGに建設コンサルタンツ協会代表委員として出席した。

①電子地図／建設情報連携小委員会

②電子地図／建設情報連携小委員会　課題抽出WG

③コード／分類体系検討小委員会

④地質データ標準化検討WG

2. 次年度の活動について

名称をデータ連携専門委員会に改称して今年度の活動を継続して実施する。

（統合データ専門委員会委員長　藤澤泰雄）






表 GIS講習会実施状況


コース�
日時�
場所�
会場�
のべ参加者数�
�
中級編�
6/22,23�
札幌�
ドーコン会議室�
14�
�
初級編�
7/6,7�
仙台�
エルソーラ仙台�
29�
�
実践編�
9/14,15�
名古屋�
名古屋市工業研究所�
18�
�
中級�
9/21,22�
大阪�
大阪科学技術センター�
17�
�
概論編�
9/28�
広島�
ＲＣＣ文化センター�
12�
�
初級編�
10/5�
九州�
天神ビル11階6,7号会議室�
28�
�
実践編�
10/6�
九州�
天神ビル11階6,7号会議室�
24�
�
概論編�
10/12�
新潟�
メルパルク新潟�
15�
�
概論編�
10/19�
富山�
富山県民共生センター�
18�
�
実践編�
10/20�
富山�
富山県民共生センター�
14�
�
中級編�
11/10�
東京�
Autodeskセミナールーム�
6�
�
中級編�
11/28�
東京�
ESRI JAPANセミナールーム�
11�
�
　�
合計�
206�
�









